
58 　鳥　類

ズグロカモメ 
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○　　1969年まで 

● 
● ● 

● ● 

米子水鳥公園　2001.12.27 / 撮影：桐原佳介

■選定理由：世界的な希少種（推定現存個体数約5000）で，
県内への飛来個体数も少ない。
■形態と生態：全長30cm内外，嘴の黒い小型のカモメで，
ユリカモメと誤同定しやすい。体の大きさ（ユリカモメよ
り一回り小さい），くちばし（ズグロのほうが太くて黒い），
初列風切の模様が識別ポイントとなる。日本には冬鳥とし
て河口・干拓地など開けた海岸・湖岸に飛来するが，九州
と南西諸島以外では個体数が非常に少ない。鳥取県にはご
く少数の飛来がみられるのみ。カニ類が主食。
■分布(県内)：羽合町，北条町，米子市で記録されている。
米子水鳥公園での観察例が多い。

■分布(県外):中国の黄海沿岸や朝鮮半島北部の日本海側
沿岸などで局地的に繁殖し，日本・台湾，中国南部の海岸
で越冬する。
■生息環境：河口・干拓地など開けた海岸・湖岸。
■保護上の留意点：カモメ類は釣り人が放棄したテグスな
どで傷害を受けることが多い。このような原因による越冬
地での不用意な個体数の減少は避けるべきであり，その対
策が必要。

執筆者：神谷　要
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撮影：細谷賢明

■選定理由：営巣に適した場所への人間（釣り人など）の
立ち入りで，近年繁殖数が激減し，個体数が減っている。
■形態と生態：全長25cm程度。雌雄同色。夏鳥として県内
で繁殖する。群れで行動することが多く，海岸や河原に集
団で営巣する。
■分布(県内)：日野川下流域，天神川河口付近の砂浜，中
州で営巣する。以前は千代川河口付近でも多数の繁殖が確
認されたが，近年は見られない。
■分布(県外)：日本では本州以南で繁殖。ヨーロッパ，ア
フリカ，アジア，オセアニア，北アメリカ中部から南アメ
リカ北部で繁殖。冬季は熱帯域で過ごす。

■生息環境：湖沼や比較的大きい水系の河口の砂州，河原
など。営巣は，おもに捕食者の近づきにくい小島や中州な
どの砂地。
■保護上の留意点：繁殖適地の保護および繁殖期における
立入制限等の対応が必要である。
■文献：
細谷賢明（1993）コアジサシ. pp. 50-51. In: 鳥取県のすぐれた自
然(動物).

田村昭夫（1993）加勢蛇川河口域の野鳥. 郷土と博物館（鳥取県
立博物館）, 39(1)：1-6.

執筆者：吉田良平

　ズグロカモメ　チドリ目カモメ科
　Larus saundersi  (Swinhoe, 1871)

鳥取県：絶滅危惧 I I 類(VU)

環境省：絶滅危惧 I I 類(VU)

　コアジサシ　チドリ目カモメ科
　Sterna albifrons Pallas, 1764

鳥取県：絶滅危惧 I 類(CR＋EN)

環境省：絶滅危惧 I I 類(VU)




